
0.6 0.68.8 8.87.07.0

当資料のお取扱いにおけるご注意
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ユーロ圏金融政策（2023年3月）
ECBは予告通りに0.5%ポイントの利上げを敢行

2023年3月17日

今後は会合毎にデータに基づいて判断する重要性を強調

ECB（欧州中央銀行）は3月16日（現地）の理事会で0.5％ポイントの利上げを決定し、中銀預金金利

（銀行がECBに資金を預け入れる際の金利）を3％としました。米国の複数の銀行破綻やスイスの大手銀

行の経営不安で金融市場の緊張が高まる中での決定でしたが、インフレがあまりに長期間、高止まるとの

見通しの下、ECBは前回の理事会で予告した通りに0.5%ポイントの利上げを敢行しました。しかし、今

後の金融政策方針については、不確実性の高さを理由に、経済・金融指標、基調的なインフレ動向、金融

政策の伝達の強さの3点を考慮しつつ、会合毎にデータに基づいて判断する重要性を強調しました。

エネルギー価格の大幅な下落を主因に、ECBは2023～2025年のインフレ見通しを順に5.3%、2.9%、

2.1%とし、12月時点の6.3%、3.4%、2.3%から下方修正しました。それでも、金融市場が落ち着きを

取り戻し、インフレがこの見通し通りに推移すれば、利上げ余地は大きいとラガルド総裁は指摘しました。

また、欧州の銀行は強靭で、資本、流動性とも潤沢であるとしつつも、金融市場の状況を注視し、必要で

あれば、物価目標の達成と矛盾することなく金融システムの安定のために行動する用意があることを繰り

返しました。金融市場の緊張が著しく高まらない限り、次回も追加利上げの公算が大きいと思われます。

ECB理事会直後に欧州の債券利回りは低下、株価は下落しましたが、米国での大手行による銀行支援策

の決定を好感してか、その後反転上昇しています。ユーロは対米ドルでおおむね横ばいで推移しました。

（出所）ブルームバーグ

※中銀預金金利は決定日ベース

（2020年初～2023年3月16日）

ユーロ圏の金利と為替ユーロ圏の消費者物価指数

（出所）リフィニティブ

※コアは食品・エネルギー・アルコール・タバコを除く系列

（2010年1月～2023年2月）（前年同月比、％） （％） （米ドル／ユーロ）
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